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宇宙の石ころ学　―惑星誕生・恒星進化の場に迫る―

講演者：瀧川　晶（地球惑星科学専攻博士課程 1 年）
ファシリテーター：藤谷　渉（地球惑星科学専攻博士課程 1 年）

宇宙空間のいたるところに、千分の一ミリ程の大きさしかないけれども、地球にあるのと同じ石ころがたくさんあるのを知っています
か？　地球は、そんな宇宙の小さな石ころが集まって誕生しました。宇宙で石ころが作られる “環境” を調べることは、実は地球を知る
ことに繋がっているのです。本講演では、石ころの “形” を鍵として、顕微鏡や望遠鏡を駆使し、宇宙で石ころが誕生する “環境” を探
る道のりをお話しします。

好きナノ♡化学〜フラーレン　水に溶けると　集合化！？〜

講演者：本間　達也（化学専攻博士課程 2 年）
ファシリテーター：西山　枝里（化学専攻修士課程 1 年）

最近よく耳にする「ナノ」という言葉。何なの？と思ってる人も多いのでは？　単分子よりもちょっと大きなナノの世界では、超分子
というものが大活躍しています。気になりませんか？　“超” 分子。今回の講演では、サッカーボール分子、フラーレンがナノの世界で
繰り広げる化学についてお話しします。「自分で設計、合成した分子が、予期せぬ面白い性質を示す」という化学の醍醐味を伝えられれ
ばいいなと思います。

理学部の学生による講演会です。理学部の先輩たちはどんな高校生で、どんな夢をもって理学部に進学したのでしょ

うか。そんな会話をはさみながら、活躍する先輩たちが高校生の皆さんに最先端の研究内容を紹介します。ぜひご来

場ください。

本間　達也　さん

西山　枝里　さん

学生による小柴ホール講演会
A ブロック ②

瀧川　晶　さん

藤谷　渉　さん

午前の部（11:00 ～ 11:40）

午後の部（13:30 ～ 14:10）
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世界のトップで理学の研究に取り組む教員たちが、高校生の皆さんに向けた模擬授業や講演を用意してお待ちしてお

ります。理学の世界の美しさとは、研究の楽しみとはどのようなものなのでしょうか。楽しくわかりやすくご紹介し

ます。ぜひご来場ください。

宇宙の謎を探る素粒子の研究（P10）
時間：10:40 ～ 11:20 ／ 12:10 ～ 12:50 ／ 13:40 ～ 14:20 ／ 15:20 ～ 16:00　場所：1 号館西棟 10 階 1017 号室

小林　富雄　教授・坂本　宏　教授

宇宙は何からできている？（P12）
時間：10:30 ～ 11:00　場所：1 号館西棟 2階 207 号室

須藤　靖　教授

元素はいつどこで出来たのか（P12）
時間：11:30 ～ 12:00　場所：1 号館西棟 2階 207 号室

茂山　俊和　准教授

宇宙をあやつる暗黒エネルギー（P12）
時間：13:30 ～ 14:00　場所：1 号館西棟 2階 207 号室

横山　順一　教授

科学衛星でブラックホールを探る（P12）
時間：14:30 ～ 15:00　場所：1 号館西棟 2階 207 号室

牧島　一夫　教授

宇宙進化を紐解く原子核物理　―宇宙の創世（P12）
時間：11:00 ～ 11:40　場所：1 号館西棟 2階 206 号室

浜垣　秀樹　准教授

宇宙進化を紐解く原子核物理　―原始宇宙から現代へ（P12）
時間：13:00 ～ 13:40　場所：1 号館西棟 2階 206 号室

久保野　茂　教授

太陽大気　―ダイナミックなプラズマの世界（P14）
時間：13:15 ～ 13:45　場所：1 号館中央棟 2階 233 号室

横山　央明　准教授

世界を覆う情報科学技術　―人もつながる、ロボットもつながる―（P18）
時間：11:50 ～ 12:30 ／ 15:30 ～ 16:10　場所：化学東館 2階 236 号室

萩谷　昌己　教授

微分方程式でモデルを作ろう！（P21）
時間：10:50 ～ 11:30　場所：4 号館 2階 1220 号室

稲葉　寿　准教授

ヒトはなぜヒトか？（P22）
時間：11:20 ～ 12:05　場所：2 号館 4階講堂

青木　健一　教授

ノーベル賞の技術を使って脳を知る（P22）
時間：12:15 ～ 13:00　場所：2 号館 4階講堂

岡　良隆　教授

教員による各学科講演会
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各学科、センターではクイズを用意してみなさんの挑戦をお待ちしています。展示内容にヒントがあるかもしれませ

ん。答えがわかったら各学科、センターの係の人に出してください。ぜひ挑戦して、理学部ロゴ入りシャーペンをも

らおう！

オープンキャンパスクイズ

数学科
地球の人口は現在約 68 億人で、毎年約 1.2％ずつ増えていると言われています。この割合で人口が増え続けた場合、約何年後に人口が
現在の 2 倍になるでしょうか？

① 60 年後　② 90 年後　③ 120 年後

情報科学科
コンピュータでは、ファイルのサイズを表すのに「B（バイト）」という単位が使われます。サイズが大きい場合には、人に読みやすいように、
単位の頭に、「Ki」、「Mi」、「Gi」といった修飾を付けます。では、1MiB は何 KiB でしょうか？

物理学科
第 1 回ノーベル物理学賞の受賞者は次のうち誰でしょうか？

① アインシュタイン　② 湯川英樹　③ レントゲン　④ キュリー婦人　⑤ ファインマン

素粒子物理国際研究センター
地上に降り注いでいる宇宙線の主な成分はミュー粒子と呼ばれる素粒子です。手のひらを一秒間に一個通過している位の割合で降って
います。ミュー粒子は上空 10km 以上の高いところで陽子などの一次宇宙線と空気の衝突で作られます。ミュー粒子は不安定な粒子で、
わずか 100 万分の 2 秒で電子とニュートリノおよび反ニュートリノに崩壊してしまいます。光の速さは秒速 30 万 km ですから、光の速
さで飛んでも 100 万分の 2 秒では 600m しか進みません。ところが地上にはたくさん降ってきます。その理由は？

①素粒子の崩壊は確率的なので、上空でものすごくたくさんできれば少しは地上まで届く。
②特殊相対性理論の効果で寿命が延びる。そのような速いミュー粒子が地上に届く。

天文学科・天文学教育研究センター
2006 年に打ち上げられ、現在も稼働中の日本の赤外線天文衛星の名前はなんでしょう？

地球惑星物理学科・地球惑星環境学科
エルニーニョ現象が発生すると、海面水温が異常に高くなるのは、どこの海域でしょうか？

①西太平洋赤道域　②東太平洋赤道域　③南大西洋熱帯域　④北太平洋北西部

化学科
1985 年に発見された、炭素原子が 60 個サッカーボール状につながった分子を何というでしょうか？

生物化学科・生物情報科学科
DNA 配列 TCT GAA ATT AAA GCT がコードしているアミノ酸は一文字表記では SEIKA、では AGA ATA GGG GCC AAG は？

生物学科
本郷キャンパスにはケヤキの高木が立ち並びます。昼間、ケヤキの葉から水が蒸散し、葉には負の圧力がかかります。水はその圧力勾
配に従って、根から幹や枝を通って移動します。では、夏の暑い日中にケヤキの葉にかかる負の圧力は次のどれに近いでしょう？

①－ 0.1 気圧　②－ 1 気圧　③－ 20 気圧

原子核科学研究センター
私たち地球の生命体の活動は、太陽のエネルギーで支えられています。太陽が放出する莫大なエネルギーは、基本的に原子核反応によっ
て作り出せれています。その時起こる原子核反応では、主には 4 個の水素が燃えて１個のヘリウム元素ができます。さて地球の生命体
に欠かせない炭素は、宇宙の進化の中で、主にどんな元素を燃料としてできてきたのでしょうか。

Made in 東大！　聞こえてきそうな地球の声　時間：13:45 ～ 14:00　場所：1 号館中央棟 2階 233 号室
冨士　延章（博士課程 3 年）

恐竜はどのように息をしたか？　時間：14:00 ～ 14:15　場所：1 号館中央棟 2階 233 号室
平沢　達矢（博士課程 3 年）

プログラミングコンテスト奮戦記　時間：10:40 ～ 11:20 ／ 14:20 ～ 15:00　場所：化学東館 2階 236 号室
岩田　陽一（情報科学科 3 年）・梁　成基（情報科学科 3 年）

学生による各学科講演会
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宇宙の謎を探る素粒子の研究　
素粒子物理国際研究センター・駒宮研究室・浅井研究室 1 号館西棟 10 階 1017 号室

講演者 小林　富雄　教授・坂本　宏　教授 時間 10:40 ～ 11:20 12:10 ～ 12:50 13:40 ～ 14:20 15:20 ～ 16:00

ミクロの世界を探る素粒子の研究によって、どのようにマクロな宇宙の謎が解き明かされようとしているのか、分かりやすく解説します。
（各 40 分（質疑応答含む））
※　1・3 回目は小林富雄教授、2・4 回目は坂本宏教授が担当します。

素粒子研究の実際　
素粒子物理国際研究センター・駒宮研究室・浅井研究室 1 号館西棟 10 階 1017 号室

パネルやビデオにより、現在当センター・研究室で進めている研究を紹介します。特に、欧州に建設された山手線ぐらいの大きさの最
先端加速器 LHC で行うアトラス実験や、ミュー粒子 10 兆個に１個起こる特別な反応を発見しようという MEG 実験などについて紹介し
ます。

素粒子体験コーナー　
素粒子物理国際研究センター・駒宮研究室・浅井研究室 1 号館西棟 10 階 1017 号室

宇宙から飛んでくる素粒子などを測定器で観測し、実際の素粒子実験の雰囲気を味わってもらいます。

137 億光年宇宙の旅　
須藤研究室・ビッグバン宇宙国際研究センター 1 号館西棟 9 階 908 号室

インフレーションとビッグバン宇宙論、宇宙の構造形成、超新星爆発、太陽系外惑星など、ミクロからマクロなスケールにわたる宇宙
物理の研究の一端をパネルとポスターにて展示します。

素粒子理論の現在　標準模型を超えて　
素粒子論研究室 1 号館西棟 9 階 913 号室

素粒子理論は物質を構成する基本要素（素粒子）とその間の基本法則を解き明かすものです。現在実験的に確立している理論は素粒子
の標準模型と呼ばれています。標準模型はいくつかの解決すべき問題を含んでいます。展示では標準模型と、それを超える試み（超対
称性理論、大統一理論、弦理論など）について解説します。

躍動する物理の世界　
佐野研究室 1 号館西棟 4 階 414 号室

踊る液滴、変動する界面、樹枝状結晶など動的に変動する複雑現象を一刀両断に解明しようとする物理学の一分野を紹介します。

2 兆度の世界　―クォーク・グルーオン・プラズマ―　
平野研究室 1 号館西棟 3 階 306 号室

原子核を光速に近い速度まで加速させてお互いに衝突させると、地球上で最も熱い物質「クォーク・グルーオン・プラズマ」を作り出
すことができます。このクォーク・グルーオン・プラズマの理論的研究の最前線を紹介をします。

物理学の目的は、素粒子・原子核から原子・分子・固体、生物から宇宙にいたる様々な階層の物質構造と諸現象を、

単純で本質的な法則により統一的に理解することにあり、自然科学の中でも最も基礎的な位置を占めています。物理

学教室は、物理学が関係する幅広い分野を積極的に取り入れつつ拡張され、研究・教育において世界的に高い評価を

受けてきました。物理学科の教育は、「創造的研究活動と教育実践の融合」を伝統ある理念とし、断片的な知識の伝

達ではなく物理学的な考え方と自然に対する柔軟なアプローチを、学生自身の体験を通して身につけてもらうことを

中心に置いています。

物理学科
A ブロック ①
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半導体中に作る量子力学の世界　
岡本研究室 1 号館中央棟 4 階 439 号室

私たちは、2 種類の半導体の界面に閉じ込められた「2 次元電子」の研究を行ってい ます。今回は、物質中の電子の簡単なお話から 2
次元電子が示す多彩な量子現象に至る までなるべく分かりやすく解説するとともに、試料の顕微鏡観察やデモ実験を楽しんでもらいま
す。

レーザー光で分子を操る　
酒井広文研究室 1 号館中央棟 4 階 440 号室

通常はランダムな気体分子の向きを、レーザー光を用いて揃える研究が急速に進展しています。酒井広文研究室では、このようなレーザー
光を用いた分子操作技術を基盤とし、分子物理学の新しい方向性を切り開く研究を進めています。最近の顕著な成果の一部をパネルで
紹介しています。

物質の中での世界：物性理論と統計力学　
量子・統計・物性理論グループ、量子情報理論 1 号館中央棟 4 階 447 号室

量子力学の絡む物質・現象に関する理論的なアプローチについて、パネル等を用いて説明します。物質の諸相、超伝導、量子情報、磁性、
統計力学、…など。

中身より表面！　―表面物理の最先端―　
長谷川研究室 1 号館西棟地下 1 階 B112 号室

走査トンネル顕微鏡やマイクロ４端子プローブなど、表面物理・ナノサイエンスの研究に使われている最先端の装置を公開し、その成
果の一端をパネルで紹介します。

レーザー光で観る、起こす、物質中の量子現象　
島野研究室 1 号館西棟 5 階 515 号室

1 兆分の１秒以下の短いパルスのレーザー光を強く物質にあてると、通常ではおき得ない状態が物質中に出現します。その一例として、
光で絶縁体を金属にする実験、互いに反発しあうはずの電子が量子力学的効果で凝集する不思議な現象についてパネルで紹介します。

コミュニケーションスペース　
物理学科 1 号館西棟 2 階 201B 号室

物理学科っていったいどんなところ？　所属する学生はどんな生活をしているの？　進学するには？　といった疑問に現役学生がお答
えします。お気軽にどうぞ。

Ａ
ブ
ロ
ッ
ク

Ｂ
ブ
ロ
ッ
ク

Ｃ
ブ
ロ
ッ
ク
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宇宙進化を紐解く原子核物理　
原子核科学研究センター 1 号館西棟 2 階 206 号室

講演名 講演者 時間
宇宙進化を紐解く原子核物理　―宇宙の創世 浜垣　秀樹　准教授 11:00 ～ 11:40
宇宙進化を紐解く原子核物理　―原始宇宙から現代へ 久保野　茂　教授 13:00 ～ 13:40

原子核から宇宙を探る　
原子核科学研究センター 1 号館西棟 3 階 316 号室

原子核物理は宇宙の進化の解明に不可欠の役割を果たしています。すべての元素と莫大なエネルギーの生成は、宇宙の進化に伴う原子
核反応に起因し、これらの生成過程が、宇宙・星の進化の基本的な要素です。更に、宇宙では未知の核物理の法則が重要な働きをして
いることが知られています。実験室で、不安定核二次ビームを生成・使用することで、ビッグバン直後の原始宇宙や超新星などの爆発
過程のメカニズムを研究する分野を紹介します。

原子の中心にある極微の原子核は、原子のほぼ全ての質量を有し、かつ陽子と中性子で構成され、その数はせいぜい

合計で 300 個以下である不思議な世界です。どの原子核もみな個性的で、その寿命も様々です。原子核の基本的な振

る舞い（核反応）や性質（核構造）、またそれらを結びつける力（核力）の研究をしています。原子核の性質や振る

舞いが元素の在り方、宇宙の進化などに大きな役割を果たしています。一方、原子核の研究は、MRI など医学や花の

育種など広い応用分野を生み出してきています。原子核科学研究センターは、東京大学の原子核物理の教育に責任を

持つ一方、理化学研究所の中に研究拠点を置き、原子核研究の世界最先端の加速器施設を共同で運営し、研究を進め

ています。

原子核科学研究センター

第4回公開講演会　暗黒エネルギーと宇宙の過去・現在・未来　
ビッグバン宇宙国際研究センター 1 号館西棟 2 階 207 号室

講演名 講演者 時間
宇宙は何からできている？ 須藤　靖　教授 10:30 ～ 11:00
元素はいつどこで出来たのか 茂山　俊和　准教授 11:30 ～ 12:00
宇宙をあやつる暗黒エネルギー 横山　順一　教授 13:30 ～ 14:00
科学衛星でブラックホールを探る 牧島　一夫　教授 14:30 ～ 15:00

夜空を眺めると多数の美しい星々が輝いています。これらの星の光を観測することで、宇宙の過去と私たちとのつな

がりや現在の宇宙の不思議な姿がわかってきます。しかし、一方で、これらは宇宙の密度のタッタ 4％を占めている

に過ぎません。残りの 96％は目に見えない、ナゾのエネルギーによって占められています。その正体は何なのか？　

それによって宇宙の未来はどうなるのか？　高校生向けのやさしい講演会をいたします。

ビッグバン宇宙国際研究センター
A ブロック ①

A ブロック ①
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すばる望遠鏡などが明らかにした銀河宇宙の過去と現在　
岡村・嶋作研究室 1 号館中央棟 10 階 1042・1043 号室

私たちの宇宙は銀河で満ちています。本展示では、最近の大掛かりな銀河探査観測によって明らかになった銀河宇宙の姿をお見せする
とともに、すばる望遠鏡を使った銀河進化の研究の最前線を紹介します。

太陽をたたいて中をみる？　
柴橋研究室 1 号館中央棟 10 階 1042・1043 号室

地震のデータから地球内部の様子が分かるのと同様に、太陽表面の小さな震動を観測することで太陽内部の様子を探ることができます。
これを日震学といいます。展示では、日震学を易しく解説するとともに、その最新の研究成果を紹介します。

衛星を用いた赤外線観測　
尾中研究室 1 号館中央棟 10 階 1042・1043 号室

赤外線は、星や惑星系の誕生の様子や星間物質、銀河を調べるのに大変重要な波長です。赤外線を詳しく観測するには、地球大気にじゃ
まされない人工衛星の望遠鏡が必要です。展示では、本研究室が開発している人工衛星望遠鏡や観測装置を紹介するとともに、これま
での研究成果を解説します。

超新星爆発と元素の起源　
梅田研究室 1 号館中央棟 10 階 1042・1043 号室

超新星爆発と元素の起源にまつわる謎と、それに迫る最新の理論研究を紹介します。特に、星はどんな一生を送るのか、元素は星の中
でどうやって作られ、銀河の中をどう循環するのか、また、宇宙では物質の起源と天体の進化の間にどういう関係があるのか、につい
て説明します。

東大アタカマ天文台計画　
天文学教育研究センター 1 号館中央棟 10 階 1042・1043 号室

南米チリの高地に建設予定の赤外線望遠鏡計画を紹介します。東京大学が主導する最新の望遠鏡計画で、世界最高地点に建設される天
文台です。天文台としての特長、観測装置の計画、期待される観測成果、先行して建設された 1m 望遠鏡と観測装置などについて紹介
します。

電波で探る銀河と天の川　
天文学教育研究センター 1 号館中央棟 10 階 1042・1043 号室

電波で観測することによって新しい宇宙像が得られます。天文学教育研究センターで進められているこの分野での研究として、チリに
設置された ASTE 望遠鏡を用いた宇宙最初期の銀河や近傍銀河、国内に設置された専用望遠鏡を用いた天の川銀河の全体像を探る研究な
ど、最新の成果について紹介します。

コミュニケーションスペース　
天文学科・天文学教育研究センター 1 号館中央棟 10 階 1042・1043 号室

天文学科と天文学教育研究センターっていったいどんなところ？　所属する学生はどんな生活をしているの？　進学するには？　と
いった疑問に現役学生がお答えします。お気軽にどうぞ。

天文学の発展は目覚ましい。大型の地上望遠鏡や高性能の衛星望遠鏡を用いて、太陽系から宇宙の果ての銀河まで、

さまざまな天体が観測され、宇宙像は日々新しくなっています。また、理論研究においても、謎だった天体現象の解

明が進んでいるのに加えて、計算機の能力の向上などによって新しい研究分野も生まれています。天文学科と天文学

教育研究センターでは、天文学の体系的な教育を行うとともに、理論と観測の幅広い分野にわたって先端的な研究を

行っています。
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天文学科・天文学教育研究センター
A ブロック ①
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地球惑星科学講演会　
地球惑星物理学科・地球惑星環境学科 1 号館中央棟 2 階 233 号室

講演名 講演者 時間
太陽大気　―　ダイナミックなプラズマの世界 横山　央明　准教授 13:15〜 13:45
Made in 東大！　聞こえてきそうな地球の声 冨士　延章（博士課程 3 年）13:45〜 14:00
恐竜はどのように息をしたか？ 平沢　達矢（博士課程 3 年）14:00〜 14:15

太陽大気、地球内部構造、恐竜の話など、地球惑星科学の様々なテーマについて、分かりやすく解説します。

地球史・生命史・太陽系史　
地球惑星物理学科・地球惑星環境学科 1 号館中央棟 3 階 336 号室

およそ 46 億年前に誕生した太陽系。その後、誕生した地球には、生命の世界が広がりました。太陽系誕生から地球や生命の誕生、現在
の地球や生命の営みを記憶する岩石試料や化石、隕石などに見て触れて、私たちの長い歴史を感じてください。

地球探索マップ　
地球惑星物理学科・地球惑星環境学科 1 号館中央棟 3 階 336 号室

地球を理解するために私たちの学科では世界のあちこちに調査に出掛けます。これまでに調査に出掛けた地域を世界地図に示し、調査
で訪れた世界各地の写真をご紹介します。

空と海の科学　―地球を覆う衣の不思議―　
大気海洋科学グループ 1 号館中央棟 3 階 336 号室

大気海洋科学グループでは、人間社会活動に密接に関連する大気と海洋の様々な現象を研究し、気象・気候変動予測の基礎を構築する
ことで社会に貢献することを目指しています。オープンキャンパスでは 4 次元データ可視化装置を用いた研究内容の紹介や、簡単な室
内実験、実験機器の紹介などを行う予定です。

宇宙惑星科学のフロンティア　―今、あなたは宇宙につながっている―　
宇宙惑星科学グループ 1 号館中央棟 3 階 336 号室

我々のグループでは、理論的・観測的・実験的アプローチによって宇宙空間・磁気圏・太陽系等に関する総合的な研究を行っています。
宇宙プラズマの知見を太陽や宇宙天体の理解に結びつけたり、隕石の分析や惑星探査によって太陽系や惑星の成り立ちを明らかにする
ことで、宇宙の真理に迫ろうとしているのです。オープンキャンパスでは、私たちが行っている研究を解説したポスターを用意し、実
際に使用している試料、装置、模型なども展示して、皆さんに宇宙惑星科学のフロンティアに触れてもらおうと考えています。

固体地球実験室　―地球の内部構造としくみを探る―　
固体地球科学グループ 1 号館中央棟 3 階 336 号室・各実験室

太陽系惑星の中でも、地球は活発な火山・地震活動やプレート運動をみせ、水と生命にあふれる個性豊かな惑星です。固体地球科学研
究グループでは、観測、実験、理論などさまざまな手法によって、なぜ地球がこのような個性を備えているのかを探求しています。オー
プンキャンパスでは、この地球の内部構造とそこで引き起こされる現象を、ポスターや岩石試料の展示、デモを通してご紹介いたします。

地球惑星物理学科・地球惑星環境学科
地球惑星科学は、地球・惑星とそれを取り巻く流体圏・惑星間空間の現在の姿と変動の理解、太陽系の形成から現在

に至る地球・惑星・生命の進化・発展の過去の歴史の解明、大規模複雑系としての地球システムの未来の変動予測を

目的とする学問分野です。地球惑星物理学科・地球惑星環境学科では、それぞれ数理科学・物理学、物質科学、自然

史学を基礎とした地球惑星科学の体系定期名教育がおこなわれています。両学科の教育を担う大学院地球惑星科学専

攻では、大気海洋、宇宙惑星、固体地球、地球生命圏に関して、またシステムとしての地球や惑星に関して、世界をリー

ドする独創性にあふれた研究がおこなわれています。

A ブロック ①
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実験室見学ツアー　
地球惑星物理学科・地球惑星環境学科 1 号館各実験室

太陽系の誕生から地球環境問題まで地球や惑星に関する数多くの謎に取り組む研究室や実験装置を見学するツアーです。世界をリード
する研究の最前線に触れてみませんか。

地球写真展　
地球惑星物理学科・地球惑星環境学科 1 号館中央棟 3 階 336 号室

世界各地を調査、研究でとびまわる教員や学生が現地で撮影した美しい地球の姿を一挙にお見せします。

地球惑星パネル展示　―　いま何がおもしろいのか　―　
地球惑星物理学科・地球惑星環境学科 1 号館中央棟 3 階廊下

地球惑星科学で今ホットな研究トピックを紹介します。

地球惑星物理学科・地球惑星環境学科の学生生活　
地球惑星物理学科・地球惑星環境学科 1 号館中央棟 3 階 336 号室

地球惑星物理学科・地球惑星環境学科っていったいどんなところ？　所属する学生はどんな生活をしているの？　進学するには？　と
いった疑問に現役学生がお答えします。お気軽にどうぞ。
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モデル生物を使った配偶子形成の研究　
山本研究室 1 号館西棟 2 階 205 号室

卵子と精子 (= 配偶子 ) とが受精して生じる受精卵は、人間やその他の生物の体を形作るおおもとの細胞です。配偶子が生じる過程の大
部分は色々な生物間で共通です。分裂酵母をモ デル生物とした、配偶子形成を制御する遺伝子、タンパク質及び RNA に関する当研究室
の研究に ついて、ポスター展示と顕微鏡観察とで説明します。

たんぱく質の「かたち」と「はたらき」　
横山研究室 1 号館西棟 2 階 205 号室

私たちのからだを形作っているタンパク質、そして遺伝情報の担い手である DNA はどんな「かたち」をしているのでしょう？　構造解
析法の発展と、コンピュータの進歩によって、1 ミリの 10 万〜 100 万分の 1 の大きさの微小なタンパク質や DNA の「かたち」を「見る」
ことが可能になっています。百聞は一見にしかず！　コンピュータ・グラフィックスによって、タンパク質の「かたち」がタンパク質
のどんな「はたらき」と関わっているかを解説します。

脊椎動物における匂い受容の分子機構　
坂野研究室 1 号館西棟 2 階 205 号室

わたしたちの持っている五感のうちで嗅覚は、下等生物から高等生物まで保存されており、摂食行動、毒物に対する忌避行動、フェロ
モンを介した性行動の他、免疫機能の高揚および精神安定、 記憶の想起、健康や社会活動にまで深く関わっており、生命維持にとって重
要な働きを持っています。マウスをモデル動物として、匂い分子が鼻腔でどのように受容され、脳で識別されているかについて、分子・
細胞レベルで説明します。

光と生物時計　―分子から個体へ―　
深田研究室 1 号館西棟 2 階 205 号室

私たちの研究室では、眼や脳において光がどのように受容され、どのような情報変換をうけるのか、そして、どのような標的分子に情
報を伝えるのか、といった問題を研究しています。また、脳の機能の一つである「時を計る生物時計の仕組み」にも挑戦しています。
地球上の全ての生物は約 24 時間周期の生物時計を持ち、概ね 1 日という意味から概日時計と呼ばれています。生物がいかにして時間を
計測しているのか、そのメカニズムを、分子レベルで解析し、個体レベルで検 証するという研究についても説明します。

味蕾（味覚芽）を作っている細胞の種類とはたらき　
榎森グループ 1 号館西棟 2 階 205 号室

私たちの味覚は、味蕾 ( 味覚芽 ) という組織で感じています。味蕾を作っている細胞は 100 個程度と少ないのですが、種類は多く、寿命
もさまざまです。動物の栄養摂取には欠く事のできない感覚である味覚について、細胞や遺伝子から捉えた姿を紹介します。

遺伝子研究のためのモデル生物、線虫　
飯野研究室 1 号館西棟 2 階 205 号室

ヒトの体は約 60 兆個の細胞からできています。小さな土壌線虫である C. エレガンスは、体の全細胞数が約 1000 個しかないため、遺伝
子や細胞の基本的なはたらきを理解するためのモデル生物として研究に用いられています。展示では、線虫が遺伝子研究にどう使われ
るのか概略を説明します。また私たちの研究室でおこなっている、学習・記憶や行動にかかわる遺伝子について紹介します。

生物化学科では、個体の発生、細胞の分化、細胞周期の制御、免疫のしくみ、脳のはたらき、味覚・嗅覚のしくみ、

光シグナルの伝達、生物時計、遺伝子の複製・転写・翻訳など、重要な生命現象に着目し、研究を行っています。ショ

ウジョウバエ、酵母、線虫、ゼブラフィッシュ、マウス、ウサギ、鳥、カエル、ヒト、細菌、古細菌などの生き物を

対象として、分子生物学的・生化学的手法や構造解析などの手段を用いて、０から１を目指して、さまざまな角度か

ら生命現象の本質に迫っています。また新設された生物情報科学科の紹介も行います。

生物化学科・生物情報科学科
A ブロック ①
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生命の「システム」にせまる　―システム生物学―　
黒田研究室 1 号館西棟 2 階 205 号室

生命科学は、ヒトを含む多くの生物のゲノムが明らかとなったことに伴いこれまでの個別の遺伝子や分子から現象を定性的に理解する
段階から、分子・遺伝子ネットワークの「システム」としての動的特性から生命現象を定量的に理解する段階へパラダイムシフトしよ
うとしています。この大きな流れに対応するべく平成 19 年度から本学理学部に生物情報科学科が新設されました。その新しい領域のひ
とつ「システム生物学」について紹介します。

RNA の新しい機能　
程研究室 1 号館西棟 2 階 205 号室

近年のトランスクリプトーム解析により、多くのタンパク質をコードしない RNA が存在することが明らかとなってきました。これらの
noncoding RNA は、驚くほど多彩な機能を持ち、これまでは未知であった多くの生命現象に関わっています。このような RNA の新しい
機能について紹介します。

オーミクスで迫る細胞の全体像　
伊藤研究室 1 号館西棟 2 階 205 号室

細胞を構成する様々な分子（DNA、RNA、蛋白質、代謝物）やそれらの相互作用を網羅的に計測するオーミクスという新しい分野が生まれ、
大量データの情報科学的解析から新知見の発見を目指すバイオインフォマティクスとともに、生命システム理解の基盤を築きつつあり
ます。様々な先端計測機器を駆使したオーミクスの試みを紹介します。

生物情報科学科の設置　
生物情報科学科 1 号館西棟 2 階 205 号室

生物学と情報学の学際融合領域に位置する生物情報科学（バイオインフォマティクスとシステム生物学）は、生命科学におけるゲノム
研究と情報科学が融合することにより創出された新しい分野であり、今後の生命科学において重要な学問領域になりつつあります。平
成 19 年４月より、東京大学としては 30 数年ぶりの新しい学科、生物情報科学科が設立されたので、紹介します。

コミュニケーションスペース　
生物化学科・生物情報科学科 1 号館西棟 2 階 201A 号室

生物化学科・生物情報科学科っていったいどんなところ？　所属する学生はどんな生活をしているの？　進学するには？　といった疑
問に現役学生がお答えします。お気軽にどうぞ。
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プログラミングコンテスト奮戦記　
情報科学科 化学東館 2 階 236 号室

講演者 岩田　陽一（情報科学科 3 年）・梁　成基（情報科学科 3 年） 時間 10:40 ～ 11:20 14:20 ～ 15:00

講演者は、世界最大規模のプログラミングコンテストである ACM / ICPC に出場し、本戦まで勝ち進んだ情報科学科の学生です。ACM /
ICPC は、計算機学会 ACM 主催の歴史ある大学対抗プログラミングコンテストで、7000 を超える参加チームのうち、本戦である世界大
会へ出場できるのはわずか 100 チームです。講演では、今春行われた世界大会の結果と東大チームの奮闘ぶりを紹介します。

世界を覆う情報科学技術　―人もつながる、ロボットもつながる―　
情報科学科 化学東館 2 階 236 号室

講演者 萩谷　昌己　教授 時間 11:50 ～ 12:30 15:30 ～ 16:10

インターネットの普及により、世界中の人々が、距離を気にせず、コミュニケーションをとることができるようになりました。インター
ネットは今や各家庭にまで行き渡り、家電やロボットなどあらゆる機器がネットワークにつながる時代が到来しつつあります。この講
演では、このようなネットワーク技術をはじめとして、私たちの生活を支えている様々な情報科学の技術を紹介します。また、ネットワー
クに接続されたロボットを実際に動かしてみせるデモも予定しています。

コンピュータ科学の最前線　
情報科学科 化学東館 1 階 136 号室

情報科学科では論理・アルゴリズム等の理論から、ハードウェア・基盤ソフトウェア・プログラミング等のシステム、自然言語・グラ
フィクス・マンマシンインタフェース等の知的応用分野まで、多様な研究を行っています。各研究室の最新成果がここに結集しますの
で、情報科学という学問の全体像を概観することも、興味のある個別の研究内容について詳しく知ることもできます。また、学部学生・
大学院生と対話することにより、生の情報科学科に触れることもできるでしょう。 

コミュニケーションスペース　
情報科学科 化学東館 1 階 136 号室

情報科学科っていったいどんなところ？　所属する学生はどんな生活をしているの？　進学するには？　といった疑問に現役学生がお
答えします。お気軽にどうぞ。

情報科学は、すぐれたコンピュータをつくると同時に計算と知能の本質にせまる学問です。情報科学科のオープンキャ

ンパスでは、技術としての「情報」にとどまらず、学問としての「情報」について紹介いたします。参加受付は、理

学部 1 号館と理学部 7 号館で常時行っていますが、講演の聴講を希望される方は、下記の時間までに受付へおこしく

ださい。研究展示 ｢ コンピュータ科学の最前線」は常時開催しています。

情報科学科
B ブロック ③
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強い光で、分子の中の水素原子を超高速で移動させる　
山内研究室 化学科受付にて申し込み

近年のレーザー技術は、「光」の強さを驚異的に強くすることを可能にしました。光は空間を伝わる交流電場ととらえることが出来ます
が、その電場の強さを、原子や分子の中の電場と同じ程度か、それよりも、ずっと大きくすることができます。そのような光の中では、
分子は極めて特異な振る舞いをします。例えば、メタノールに強い光を照射すると、分子の中の水素原子が極めて早いスピードで動き
回ります。そのスピードは、1 Åを 10 フェムト秒（1 フェムト秒 =1 千兆分の 1 秒）で移動する程で、光の速度の 0.1% に迫るものと思
われています。そして、分子内で水素原子が動き回った結果、3 つの水素原子が集まって水素原子の３量体を作り、分子の外に飛び出
したり、また、2 つの水素原子が酸素原子と結びついてから、炭素と酸素の結合が切れて、水分子が生成したりします。今、私たちは、
この水素の動きを強い光によって制御し、その結果として、化学結合の切断や生成を制御することを計画しています。私たちは、この
ような新しい現象を観測し、その機構を明らかにするとともに、それを記述する新たな理論的枠組みを構築しようと研究を進めています。
これは、強光子場科学という新しい領域の研究です。

黒い炭素で明るい未来を：電気を作る・電気を流す・電気で光る有機物　
中村研究室 化学科受付にて申し込み

炭素を骨格とする有機分子は、その形を合理的に設計することにより、色や光を出す、電気を流す、薬になる等、特定の機能を発現さ
せることが可能です。し かし、設計通りの分子を合成することは容易ではありません。当研究室では、分子の設計、合成法の開発から、
反応経路解析、次世代の有機太陽電池や発光素子、あるいは医薬品などへの応用研究など、幅広い研究をおこなっています。今回は、
有機太陽電池や有機発光ダイオードのデモンストレーションを中心に、最先端の研究紹介を行います。

地球を化学の目で見る　
地殻化学実験施設 化学科受付にて申し込み

地殻化学実験施設では、ダイヤモンドなど地球内部に由来する物質の物性や起源の解明、地震・火山に関連した自然現象の化学的観測
および実験に関する研究を進めています。スライドショーや実際に研究で使う装置などを見ていただきながら、我々の研究をご紹介し
ます。

金属イオンが拓くナノデバイスの世界　
塩谷研究室 化学科受付にて申し込み

私たちの体の中や身の回りには多くの金属イオンが存在し、それぞれ重要な役割を果たしています。金属イオンはこれらを取り巻く環
境により様々な性質を示しますが、私 たちの研究室では金属イオンを取り囲む分子を自分たちでデザインし、これまでに見られなかっ
た金属 イオンの性質を引き出す研究を行っています。人工的にデザインした DNA の中に金属イオンを並べてつくられる分子電線を目
指した研究や、金属イオンのもつ動きを最大限に利用してつくられる分子レベルの機械を構成する部品の開発などを紹介します。

サンドイッチ分子を作ろう　
西原研究室 化学科受付にて申し込み

「フェロセン」と呼ばれる化合物は鉄、炭素、水素からできた物質で、鉄の原子が五角形をした有機物の板２枚にはさまれた面白い構造
をもっています。このサンドイッチ形の分子は、安定で容易に作って取り出すことができます。塩化鉄と有機物をフラスコの中で混ぜ
てこの化合物を合成し、昇華によりきれいなオレンジ色の結晶を作って融点などの性質を調べてみましょう。

水が拓く有機合成　
小林研究室 化学科受付にて申し込み

有機合成は通常有機溶媒を用いて行われるが、当研究室では水を溶媒として用いる有機反応の研究を行っている。生体内では、有機溶
媒を用いずに精緻な有機反応が行われているが、これをフラスコの中で実現したい。

化学は、宇宙から生命まで、様々な自然現象を分子レベルで解き明かし、その知識を活用して新しい物質を創り出す

学問です。一方で物理学、他方で生物科学と密接な関連をもち、理学の中心（Central Science）に位置づけられています。

化学科（大学院化学専攻）は、1877 年に東京大学初の卒業生を送り出して以来、化学はもちろんのこと、物理学や

生物科学、さらには多くの産業分野にも多くの国際的リーダーを輩出してきました。今後も広い意味での化学（Greater 

Chemistry）の視点にたって、次世代の理学を担う研究者・科学者・技術者の育成という重責を果たしていきます。
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化学科
B ブロック ④
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様々な元素が拓く光化学　
川島研究室 化学科受付にて申し込み

一般に有機化合物は、炭素、水素、酸素などから構成されますが、元素の周期表にはまだまだ 100 種類以上の元素が存在します。私た
ちの研究室ではこういった様々な元素の特性を活かした化合物を合成し、新しい性質を引き出す研究を行っています。その中で、今回
は元素間に電子的な相互作用を引き起こすことで、カラフルな蛍光を発する化合物のデモンストレーションを行います。元素が織りな
す美しい色の世界を楽しんでください。

ナノレベルで追求する固体物性の世界　
長谷川研究室 化学科受付にて申し込み

遷移金属元素を含む酸化物は、金属元素の種類や組成、結晶構造に応じて、光る、電気を流す、磁石になるといった多彩な機能を示します。
私たちの研究室では、原子レベルで精密に制御しながらこれらの物質をデザイン・作製することで、これまでにない機能や物性を探索
しています。今回は、私たちが開発した電気を流す透明な酸化物や透明な磁石、またこれらを作製する成膜装置について展示・紹介します。
さらに、原子レベルで平坦な物質表面を原子間力顕微鏡を使って実際に観察します。

新しい機能を持った磁石の世界　
大越研究室 化学科受付にて申し込み

磁石の歴史は古く、紀元前 7 世紀にまでさかのぼります。産業革命以後、人類は人工的に磁石を作るようになり、今日では、磁石は機
械産業、情報産業等にとってなくてはならない存在になっています。しかし、磁石のメカニズムは、20 世紀に入ってようやく理解され
るようなった、新しい学問といえます。私たちは、この学問に基づき、化学合成を駆使することによって、今までにない機能を持った
磁石を作っています。例えば、鮮やかな色を持ったカラー磁性膜や、レーザー光を照射すると磁石になる物質、今まで吸収できなかっ
た電磁波を吸収する磁石などを合成し、発表しています。今回は、これらの磁石の紹介を、磁石の原理を交えてわかりやすく行います。

化学で明かす生物現象　
橘研究室 化学科受付にて申し込み

私たちの身の回りには不思議な生物現象があふれています。例えば、生物が敵から身を守る方法、夜になると光る生物などが有ります。
このような現象には天然有機化合物とよばれる化学物質が関与している場合が多くみられます。私たちの研究室では、生物現象に関連
した化学物質の性質を明らかとし、その現象が起こる仕組みを明らかにしようとしています。今回は模擬実験とパネルを使って私たち
の研究の一部を紹介します。

光と分子　―目で見るレーザー分光学―　
濵口研究室 化学科受付にて申し込み

白色光をプリズムに通すと虹色になります。分光学とは、このように光の色を分けることで、それぞれの波長が持っている情報を引き
出すことができる学問であるとも言えます。1960 年にレーザーが発明されて以来、レーザーを用いた分光法は飛躍的に発展しました。
数あるレーザー分光法の中でも、レーザー・ラマン分光法は、分子の構造などを研究する上で非常に役立つ手法であり、分子から生き
た細胞まで、様々な対象を調べることができます。当研究室では、手作りの分光器を用いて、蛍光やラマン散乱を肉眼で見ることを通
して、” レーザー” と” ラマン分光” に親しんでもらうことを計画しています。

生命現象に「光」をあてる　
小澤研究室 化学科受付にて申し込み

私たちの体は約 60 兆個の細胞からできています。それらひとつひとつの細胞の中でタンパク質や RNA などのさまざまな生体分子が働
くことで、私たちの生命は支えられています。私たちは生きた細胞や動植物の中の生体分子を「観る」ために、光る化学物質やタンパ
ク質を使って研究を行っています。今回は、生体分子と結びついて光る化学物質やタンパク質を使った実験のデモを中心に、生命現象
を化学の言葉で表す研究の最先端を紹介します。

コミュニケーションスペース　
化学科 化学科受付にて申し込み

化学科っていったいどんなところ？　所属する学生はどんな生活をしているの？　進学するには？　といった疑問に現役学生がお答え
します。お気軽にどうぞ。
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微分方程式でモデルを作ろう！　
数学科 4 号館 2 階 1220 号室

講演者 稲葉　寿　准教授 時間 10:50 ～ 11:30

高校数学では微分積分を習いますが、それはなんの役に立つのでしょうか？　微分積分はもともと物理学と不可分なツールとして発展
してきましたが、いまでは生物学 や社会科学などの、生命や人間社会を対象とする学問にも広く応用されてきています。その応用に際
しての一番大事な道具が「微分方程式」です。微分方程式によって対象となる現象のモデルを作ることで、その現象を理解するという
数理科学の基本原理を解説します。

コミュニケーションスペース　
数学科 4 号館 2 階 1220 号室

数学科っていったいどんなところ？　所属する学生はどんな生活をしているの？　進学するには？　といった疑問に現役学生がお答え
します。お気軽にどうぞ。

数学は、森羅万象の背後にひそむ数理的構造に光をあて、その本質を解き明かすことをめざす学問です。あらゆる学

問の中で最も早くから体系化が進み、今も絶えず発展を続けています。数学は、抽象性と普遍性、発想の自由性を特

色とし、きわめて多様なテーマを扱います。それらが有機的につながって壮大な体系を築きあげており、またその成

果が数多くの学問分野の基盤の形成に役立っています。1992 年に理学部と教養学部の二つの数学教室と教養学部基

礎科の数理コースが合体して、独立研究科「大学院数理科学研究科」が発足しました。理学部数学科ともども、駒場キャ

ンパスで教育、研究を行っています。
　※　�数学科は駒場キャンパスにあるので、一部企画のほかは翌日（8 月 7 日）駒場キャンパスで公開されます。明日の午後に数理科学研

究科棟の施設見学や模擬講義が行われます。

数学科
B ブロック ④
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ヒトはなぜヒトか？　
生態人類学研究室 2 号館 4 階講堂

講演者 青木　健一　教授 時間 11:20 ～ 12:05

現存するチンパンジーやボノボと比較するより、絶滅をしたが、はるかに近縁であるネアンデルタールと比較したほうが、ヒトの特徴
は鮮明に浮かび上がります。石器伝統から判断する限り、ネアンデルタールの文化は何万年もの間、ほとんど変化しませんでした。こ
の事実は、ネアンデルタールにおいて個体学習能力が欠乏していたことを物語っています。個体学習とは、試行錯誤、洞察、思考実験
など自分の経験に基づいて学ぶことを意味し、発明・発見を支えています。また、模倣など他者から学ぶ社会学習と区別されます。環
境の時間的・空間的な変化は学習能力の進化を大きく左右します。とりわけ、環境の大幅な変化が頻繁に繰り返される場合、個体学習
能力が進化的に強化されることが予想されます。特に注目されるのが、急速な分布拡大「出アフリカ」に伴ってヒトの生息環境が頻繁
にかつその都度大きく変化した可能性です。ヒトの目覚ましい技術発展を支えている能力は、言語機能でなく、独創性とも呼べる高等
な個体学習です。ネアンデルタールとヒトが経験した環境変化のあり方が異なり、そのために個体学習能力に生得的な違いが生じたな
らば、両者の間の技術格差は説明できます。ネアンデルタールとヒトが対峙したときに、彼我のこの相違がネアンデルタールの絶滅、
ヒトの繁栄を齎したと考えられます。

ノーベル賞の技術を使って脳を知る　
生体情報学研究室 2 号館 4 階講堂

講演者 岡　良隆　教授 時間 12:15 ～ 13:00

脳の研究分野は神経科学と呼ばれ、21 世紀の生命科学の大きなテーマの一つです。実際、神経科学の分野におけるノーベル賞受賞は近
年多く、その成果は私たちの日常的な研究にもいろいろと活かされています。動物の生殖においては、生殖腺の機能と性行動がうまく
協調して調節されることが必要ですが、その脳内メカニズムは不明でした。私たちは最近、脊椎動物に共通するそのような仕組みを解
明するために、サカナの脳を使って最先端の研究を展開しています。このような動物の脳とホルモンの仕組みに関する研究においてノー
ベル賞の技術がいかに使われているかということを、実例を挙げて解説します。

緑の小宇宙　―植物の細胞を観る―　
発生生物学研究室 生物学科受付にて申し込み

植物も動物も、その構成単位は細胞です。では、細胞はどのようなものから成り立っているのでしょうか。植物の細胞を構成している
ものを、光るタンパク質と最新の顕微鏡を使ってのぞいてみましょう。

植物が花を咲かせ、茎を伸ばす仕組み　
生体情報学研究室 生物学科受付にて申し込み

シロイヌナズナは季節の変化を感じて、毎年決まった時期に花を咲かせ茎を伸ばします。いろいろな突然変異体を使って、その仕組み
を解説します。

生物学は、自然界のあらゆる生命現象を様々な視点から探求する、きわめて広い学問領域です。生物学科では、分子

からオルガネラ、細胞、器官、個体、そして集団のレベルにわたる重要な生命現象について、多様な手法を用いた研

究と教育を行っています。特に教育においては、本郷キャンパス理学部 2 号館の基幹講座（動物科学、植物科学、人

類科学、進化多様性生物学）の他に、臨海実験所、植物園、海洋研究所、分子細胞生物学研究所、総合研究博物館な

どの教員も加わり、その組織の特色を生かした豊富なカリキュラムを用意しています。生物学科では以下のスケジュー

ルに従って模擬講義（定員 200 名）およびラボツアー（研究室公開：定員 80 名）を行います。

11:20 ～ 12:05「ヒトはなぜヒトか？」　青木　健一　教授
12:15 ～ 13:00「ノーベル賞の技術を使って脳を知る」　岡　良隆　教授
14:00 ～ 15:30 ラボツアー（前半の部：定員 40 名）
15:30 ～ 17:00 ラボツアー（後半の部：定員 40 名）

ラボツアーは、前半４グループ、後半 4 グループ（各グループ定員 10 名）に分かれ、それぞれ２箇所の研究室を訪

問します。訪問する研究室は、当日受付にて決定します（先着順）。受付は午前 10:00 より開始します。ラボツアーは、

原則として高校生・駒場教養生を対象とします。模擬講義、ポスター展示、コミュニケーションスペースはどなたで

もご参加いただけます。

生物学科
C ブロック ⑤
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生き物は動く　―ウニ精子で探る細胞運動のメカニズム―　
進化細胞生物学研究室 生物学科受付にて申し込み

生き物を形作る細胞の中では様々な「運動」が行われています。この細胞運動は、生命活動にとても重要です。精子は運動装置である
鞭毛（べんもう）を動 かして卵に近づきます。細胞運動の一つである鞭毛の動く仕組みについて、ウニ精子を使った最新の研究を紹介
します。

群れや社会を作って生活する動物の脳を探ってみよう　
細胞生理化学研究室 生物学科受付にて申し込み

ミツバチは社会性昆虫であり、血縁個体が役割分担して社会（コロニー）を形成して生活しています。また、働き蜂は「尻振りダンス」
で餌場の位置を仲間に教えることができます。ラボツアーでは、彼女らの生活を支える脳や体の仕組みについて最近の知見を解説します。
併せて、群れを形成するメダカについても最近の知見を解説します。

脊椎動物の形づくりの仕組みを探る　
動物発生学研究室 生物学科受付にて申し込み

動物のからだは 1 個の受精卵が分裂をくり返して細胞数を増やし、さらに「形づくり」をコントロールする様々な遺伝子の働きによっ
て出来上がっていきます。我々の研究室では、発生学の研究に適した小型魚類（ゼブラフィッシュとメダカ）をモデルとして、ヒトを
はじめとする脊椎動物のからだの「形」ができる仕組みを解明しようとしています。

過去から探るコメの進化、人為的に作成したモデル動物から探る脳の進化　
分子人類・分子進化学研究室 生物学科受付にて申し込み

私たちの研究室では、生物進化を分子レベルから探っています。その中から今日は２つの研究を紹介します。一つは「過去を解析して
探るコメの進化」です。発掘された炭化米から取り出した DNA の解析の様子を見ましょう。もう一つは「脳の進化」です。脳で特異的
に発現している遺伝子を人為的に変え、それをゲノムへ組み込んだマウスの脳で起きた変化を見ましょう。

骨からわかる過去のヒトのくらし　
形態人類学研究室 生物学科受付にて申し込み

当研究室では、ヒトの骨格形態から過去の人類集団の系統関係や成長パターン、あるいは生活様式などを推定し復元を行っています。
遺跡から出土した実物の人骨資料と模型、ポスターによる解説などで 研究の一端を紹介します。

動物の免疫システムの起源を探る　
免疫分子進化学研究室 生物学科受付にて申し込み

ヒトは強力で複雑な免疫系を持っていますが、これは何億年にも及ぶ動物の進化の過程で形成されたものです。このツアーでは、免疫
系がどのように進化してきたかについてこれまでに明らかになった成果を紹介し、その解明に重要な役割を果たしたメダカ、ネマトス
テラ（イソギンチャク）等の生きた姿を見ていただきます。

ポスター展示　
生物学科 2 号館 2 階 223 号室

生物学科の研究室でのホットな研究トピックを紹介します。

コミュニケーションスペース　
生物学科 2 号館 2 階 223 号室

生物学科っていったいどんなところ？　所属する学生はどんな生活をしているの？　進学するには？　といった疑問に現役学生がお答
えします。お気軽にどうぞ。
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